
中国 象山、慈渓の徐福  

2014年10月、神奈川徐福研究会有志
は、中国象山と慈渓の徐福に会いにい
きました。 

 

  写真撮影 津越由康 

  編 集   伊藤健二 

 
1 

神奈川徐福研究会定例会        2015.1.21 



 上海から寧波までは、間に深く入り組んだ杭州湾があるのだが、
2008年、全長約３５ｋｍで世界第３位の長さを誇る杭州湾海上大

橋を建設し、上海から寧波までは３時間で行けるようになった。 
（インターネットより。画面が鮮明ではありません） 
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寧波杭州湾大橋（インターネットより） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 



寧波市内見学 
「天一閣」 

翌20日は、寧波大学

で日本語を学んだ孔さ
んの案内で市内を見
学した。 

写真は、明代に建設さ
れた、現存する中国最
古の書庫である「天一
閣」。 

中は博物館となってお
り、見応えがあった。           
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神奈川徐福研究会の４人のメンバーと須田さん 

（「天一閣」の中の麻雀の像と一緒に記念撮影） 
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開通したばかりの寧波の地下鉄 

須田さんと通訳の孔さん。 6 



費志軍先生との交流（１０月２０日） 

費志軍先生は、中国徐福会理事で寧波市在住 

なお、この日の夕方、佐賀県徐福会の澤野理事長を始め３名、
八女徐福会から赤崎事務局次長の計４名が合流した。 
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象山県の徐福 

• 21日、チャーターしたバスで、寧波市内の象山
県に向かった。（中国では、市の中に県がある） 

•   2012年９月に当地で開催予定だった中国徐福
文化象山国際会議が突然中止となり、神奈川徐
福研究会のメンバーも、上海までの飛行機の切
符のキャンセルが間に合わず、上海までの旅行
を行いました。 

• 象山県の徐福伝説は、同じく浙江省の慈渓市の
徐福伝説とともに、2008年に「徐福東渡伝説」と
して国家級非物質文化遺産に登録された。 

8 



象山徐福会の皆様と撮影 
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丹山井 

この地の徐福伝説は、他と少し変わっている。徐福はここに井戸を掘り道
教の寺を建て、２年間隠遁したが、秦の始皇帝が東巡したとき、隠れること
ができず、三千人の童男童女、穀物の種と百工を率いて東の日本に渡った。
現存の井戸は、明代に修復されたもの。 10 



丹井の近くにある石碑 

古い石碑を復元した。 
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「蓬莱観碑」 

元々は、唐大中２年
（８４８年）建てられ
たものだが、近年古
い石碑を復元したも
の。 

古い石碑の解読不
明な部分は□にして
ある。 
 

書かれている内容は難
解であり、調査中 
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象山蓬莱山 徐福隠跡所 
彭氏の祖先が養生し、徐福が隠れ住んだ所とされている場所が
道教の寺院となっている。 

説明文は、句読点がなく、文語であるため、解読が困難 13 



蓬莱観（道教寺院） 
階段上に立っている方が道士で、いろいろ説明していた
だいた。 14 



徐福？ 
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丹薬を作ったとされる岩屋 
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徐福東渡の原因 
 徐福東渡は、一般的に
は秦の始皇帝が不老不
死の薬を徐福に求めさ
せたのが原因とされてい
る。 

 しかし秦の始皇帝の暗
黙の了解の基に行 

った「海外移民」だったの
ではないか、としている。 

(説明文の写真は、新宮
の徐福公園にある石碑） 
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蓬莱山からの象山の街並み 
象山県は、寧波市内の南に位置し、人口約５３万人 
漁業がさかんで、海産物が豊富 
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象山の漁船が尖閣に？ 
 

２０１２年９月、尖閣諸島関係のデモが中
国各地で行われたが、象山の漁船１０００
隻が尖閣諸島に向かった、との報道が
あった。しかし後にこれは象山の漁民の祭
典のあと一斉に出港したもので、尖閣に向
かった、というのはデマであることがわ
かった。 
 
 
 
 
 
 
写真はAPF通信社 
【9月17日 AFP】中国浙江省象山県の漁港
で16日、東シナ海 の休漁期間終了を受け、

尖閣諸島、中国名：釣魚島、付近の海域
へと漁船が出港した。(C)AFP 
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http://www.afpbb.com/search?fulltext=East China Sea&category[]=AFPBB>記事&category[]=ワールドカップ&category[]=五輪


（東海日中関係学会理事 逵志保氏のHPより） 

「徐福東海」（徐福を通しての日中交流） 
VOL.15(2013年9月)  
「徐福伝説の日中交流再開に向けて」から抜粋 
 
翌日24日、石浦漁港に案内いただきました。この
漁港では毎年9月（旧暦の6月23日）に「中国開漁

節」を行っているそうで、これは古くからの民俗行事
であったのが、1998年から政府主導の祭りになっ

たようですが、それまで禁漁で船を出せなかった漁
民たちが一斉に船を出す祭りのようで、その時に
は2000艘もの船が漁港を出て行くと言います。ガイ

ドブックの下の写真を見てもわかるように、その船
団には圧倒されることでしょう。2012年9月、この船

団の出発がまるで徐福が東海に船出していくよう
だからと、中国徐福文化象山国際会議はこの祭り
の日にあわせて企画されていました。2012年9月16

日、日本では尖閣諸島にむかう抗議の船だと報道
されているのを見て驚きました。 
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慈渓の徐福 

１０月２１象山を訪問した後、チャーターし
たバスで慈渓に向かった。２１日夜交流、
２２日は達蓬山に案内していただいた。 
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慈渓徐福会の皆様と撮
影（１０月２１日） 

慈渓徐福会は、『徐福東渡的故事』
を発行し、神奈川徐福研究会は翻
訳し日本語版を発行した。 

22 



中国徐福文化園入り口 
翌２２日、達蓬山にある「中国徐福文化園」を訪れた。
「達蓬山」とは、蓬莱に達する山の意味で、徐福出航の
伝説がある。 23 



「中国徐福文化園」入り口の看板  
「羽田孜」の署名がある。  
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「中国徐福文化園」の案内図 
徐福伝説のある達蓬山に数年前、広大なテーマパークを
建設した 
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徐福文化園の案内看板 
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園内にある徐福象 
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28 
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摩崖石窟の説明文 
 

  ここは宋と元の時代の人達が徐福の東渡を偲ぶため残され
た遺跡である。崖絵は高さ１.２メートル、幅３.５メートルである。書

面には「人馬歩金端」、「鯉の登龍門」、「麒鳳献祥」など、縁起の
いい場面があり、徐福が童男童女を率いて達蓬山から出航する
のを物語っている。清の康熙庚子のときに、僧侶の恵初は達蓬
山を遊覧した際に、その上に仏壇を堀り、「霊臺自若」の文字を
刻まれたそうだ。現在、全国では残された唯一の徐福の東渡を
物語る遺跡であろう。 
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摩崖石刻 

宋代に掘られたものであるが、実物は摩耗が激しく、これは復元した石
刻 
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「霊臺自若」と書かれている。霊台は、祭壇の意味であ
るが、「心」の意味もある。「自若」は、「平常と変わらな
い」の意味であるが、「若」は、仏教で「真理を見極める
知恵」の意味もある。 
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秦渡庵の看板 

これも羽田孜先生の書 
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東渡場景 
始皇帝は達蓬山に登り、３０日間東の海を見渡し、一面の雲と霧
のなかで蓬莱、方丈、嬴州との三つの山が見えたといわれる。こ
の彫刻は、始皇帝と大臣李斯などが徐福から東渡の説明を聞く
というシーンを表現している。（案内板より） 34 



焼丹洞 
ここは徐福の師である張仙が丹薬を作る場所である。焼丹穴に
は、丹薬を作る炉を展示してあるが、道家の神秘に満ちている。
（日本語は一部修正） 
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東渡石壁記 

蓬莱山の草、樹、石は、一つ一つが歴史の変遷を物語って
いる。黄宗義（1616年～1695年。歴史家、思想家）の詩「秦の
始皇帝は何をここで仙人に求める」と言われたように、徐福
の東渡を証明する歴史的証拠と言えよう。（案内看板より） 36 



仙飲潭 
伝説によると、唐の始めに、ある翁は、蓬山に登って柴を切りに行っ
た時、二人の白髪の老人がこの淵で水を飲みながら、碁を打ち、一
局の碁が終わると、ふわりふわりと飛び去っていたことを見ました。
彼は家に戻ったら、既に百年間過ぎ去りました。 

この淵は地元村民の天然ダムです。かって仙人がここで水を飲んだ
ことがあるため、今の名前になったそうです。（案内版より、以下略） 37 



蓬莱山から見た風景 
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祈求壇 

即ち千人壇のことである。 

伝説によると、昔始皇帝は
会稽（紹興市南部に位置す
る山）に巡幸し、仙人に求
めるために山に登った。こ
こで山脈が東に海まで連綿
と続いたのを見て、徐福に
命令を出して壇を作らせた。
ここは徐福が三千人の童
男童女を率いて天に福を
祈願し、海を祭る場所でも
あった。（案内版より） 
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徐福記念館 
   年、須田さんと田島さん
及び慈渓市人民政府が出
資し、慈渓に徐福記念館を
建設した。 

 一階は展示室、事務室応
接室があり、２階には宿泊
施設もあるが、近年は活用
されていないようだ。 
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徐福記念館正面 
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入り口の表札 
（羽田孜先生の書） 
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徐福記念館
の徐福と童
男童女 
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展示室内部 
44 



展示物 
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宿泊施設  

このほか広い和室があり、大勢の人が宿泊できる。 
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